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問　
刈
谷
市
内
の
消
防
団
の
団
員

数
と
平
均
年
齢
は
、
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
か
。

答　
10
年
前
の
平
成
19
年
度
は
４

１
６
人
で
29
．
１
歳
、
５
年
前
の
24

年
度
は
３
７
９
人
で
29
．
８
歳
、
29

年
度
は
３
６
１
人
で
31
．
６
歳
で
あ

る
。問　

団
員
数
の
減
少
と
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。
消
防
団
を
応
援
す
る

あ
い
ち
消
防
団
応
援
の
店
の
市
内
の

事
業
登
録
店
舗
数
は
何
店
舗
か
。

答　
平
成
29
年
５
月
末
現
在
で
13

店
舗
で
あ
る
。

問　
あ
い
ち
消
防
団
応
援
の
店
事

業
以
外
で
団
員
を
確
保
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答　
学
生
等
消
防
団
活
動
認
証
制

度
を
実
施
し
て
い
る
。
内
容
は
、
真

摯
か
つ
継
続
的
に
消
防
団
活
動
に
取

り
組
み
、
地
域
社
会
へ
多
大
な
貢
献

を
し
た
学
生
に
対
し
、
市
が
証
明
書

を
発
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
就
職
活

動
の
提
出
資
料
な
ど
と
し
て
、
自
己

Ｐ
Ｒ
に
活
用
い
た
だ
く
。

問　
女
性
消
防
団
員
を
確
保
す
る

た
め
、
市
独
自
で
女
性
消
防
団
を
結

成
し
、
教
育
を
行
っ
た
後
に
各
分
団

に
配
置
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
消
防
団
に
は
、
地
域
で
発
生

し
た
火
災
の
消
火
活
動
や
防
火
啓
発

等
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
、
新
た
に
女
性

消
防
団
を
設
置
す
る
よ
り
も
、
現
在

活
躍
し
て
い
る
５
人
の
女
性
団
員
の

よ
う
に
、
初
め
か
ら
各
分
団
で
活
動

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

署
名
の
用
紙
を
展
示
室
の
隅
で
い
い

の
で
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答　
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
か
ら
終
戦
日
ま
で
を
開
催
期
間
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
来
庁
者
の
動
線

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
署
名
用
紙
や

折
り
紙
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な
ど
で
展
示
を

実
施
す
る
な
ど
、
親
子
で
一
緒
に
学

ぶ
機
会
を
学
校
で
企
画
し
て
は
。

答　
授
業
参
観
な
ど
の
機
会
に
教

室
や
廊
下
、
図
書
室
な
ど
で
展
示
を

し
て
き
た
。
今
後
も
生
徒
や
保
護
者

の
意
向
・
各
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え

て
計
画
を
し
て
い
く
。

問　
６
月
３
日
、
平
和
行
進
の
受

け
入
れ
に
際
し
、
市
長
よ
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
行
進

団
を
大
き
く
励
ま
し
た
。
平
和
首
長

会
議
に
加
盟
し
た
刈
谷
市
だ
か
ら
、

非
核
自
治
体
宣
言
を
制
定
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
本
市
で
は
引
き
続
き
平
和
行

政
に
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
宣
言
を

制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
６
月
14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
で
、
17
人
が
登
壇
し
、

36
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
た
だ
す
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
人
一
項
目
を
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

鈴　
木　
正　
人　
議
員

　

※
１　

熊
本
地
震
を
受
け
た
災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　

２　

防
犯
対
策
に
つ
い
て

上　
田　
昌　
哉　
議
員

　
　

１　

外
国
人
の
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つ
い
て

　
　

２　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

※
３　

刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
に
つ
い
て

渡　
邊　
妙　
美　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
共
存
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

すべての質問・答弁がホームページから映像でご覧になれます。
「刈谷市議会」で検索し、「議会映像を見る」をクリックしてください。

問　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
65

歳
以
上
の
割
合
と
職
業
構
成
は
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
か
。

答　
65
歳
以
上
の
割
合
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
が
開
始
さ
れ
た
平
成
20

年
度
が
31
．
３
％
、
27
年
度
が
41
．

７
％
と
約
10
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
職
業

構
成
は
給
与
所
得
者
、
営
業
等
所
得

者
の
割
合
が
減
り
、
年
金
所
得
者
の

割
合
が
増
え
て
い
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正

に
伴
い
県
も
保
険
者
と
な
る
が
、
県

と
市
の
役
割
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答　
県
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
市

が
納
め
る
国
保
事
業
費
納
付
金
の
決

定
や
標
準
保
険
料
率
の
算
定
を
行
う
。

市
は
、
引
き
続
き
保
険
給
付
や
国
保

税
の
課
税
、
特
定
健
康
診
査
な
ど
、

地
域
に
お
け
る
き
め
細
や
か
な
事
業

を
担
う
。

問　
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率
は

市
の
税
率
決
定
を
事
実
上
拘
束
す
る

恐
れ
は
な
い
か
。

答　
当
面
は
、
市
が
税
率
を
決
定

す
る
際
の
参
考
値
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問　
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰

入
金
を
増
額
し
て
、
国
民
健
康
保
険

税
を
１
人
１
万
円
引
き
下
げ
る
考
え

は
な
い
か
。

答　
１
人
当
た
り
１
万
円
の
引
き

下
げ
を
行
う
に
は
、
現
在
の
被
保
険

者
数
か
ら
計
算
す
る
と
、
さ
ら
に
３

億
円
の
費
用
が
必
要
に
な
る
。
法
定

外
繰
入
金
は
、
被
保
険
者
１
人
当
た

り
概
ね
１
万
円
の
繰
り
入
れ
を
既
に

行
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
引
き
下
げ

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
相
談

員
な
ど
を
導
入
し
て
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
学
校
内
だ
け
で
は
十
分
に

対
応
で
き
な
い
状
況
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
校
外
に
出
て
支
援
す
る
こ
と

が
出
来
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
市
で
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複
雑
化

し
て
い
る
現
状
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
必
要
性
は
強

く
感
じ
て
い
る
。
県
に
対
し
て
、
人

材
確
保
・
人
材
育
成
を
進
め
、
各
市

町
村
に
配
置
し
て
も
ら
え
る
よ
う
訴

え
て
い
く
。

問　
近
年
、
不
登
校
対
策
と
し
て

学
生
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
近

隣
の
碧
南
市
で
は
「
小
中
学
校
ハ
ー

ト
フ
レ
ン
ド
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
、

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
概
要
は
、
不

登
校
等
の
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒

の
た
め
の
相
談
員
と
し
て
教
員
志
望

の
大
学
生
等
を
活
用
し
家
庭
訪
問
や

学
習
支
援
な
ど
を
行
い
、
児
童
生
徒

の
学
校
復
帰
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

本
市
で
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　
現
在
、
本
市
で
は
県
の
事
業

で
あ
る
「
ホ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
」
を
活

用
し
て
い
る
が
利
用
者
は
少
な
い
状

況
に
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
調
査

研
究
を
進
め
、「
ホ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
」

の
活
用
を
啓
発
し
て
い
く
。

問　
教
育
現
場
で
は
こ
れ
ま
で
ス

問　
平
成
26
年
か
ら
27
年
に
か
け

て
、
自
動
車
関
連
窃
盗
は
約
50
％
、

住
宅
関
連
窃
盗
で
は
約
10
％
程
度
の

減
少
が
見
ら
れ
る
が
、
ど
う
分
析
し

て
い
る
か
。

答　
夜
間
防
犯
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

台
数
の
増
加
に
よ
り
、
夜
間
に
発
生

し
や
す
い
車
上
ね
ら
い
の
件
数
が
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
区
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
よ
り
、
住
宅

を
対
象
と
す
る
侵
入
盗
な
ど
の
犯
罪

が
減
少
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
近
年
の
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
額
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る

か
。答　

平
成
25
年
度
は
約
６
億
９
，

３
６
３
万
円
、
26
年
度
は
約
７
億
７

３
６
万
円
、
27
年
度
は
約
７
億
４
，

８
５
３
万
円
と
推
移
し
て
い
る
。

問　
市
は
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
大
変
喜

ば
し
い
。
し
か
し
、
現
在
は
高
校
進

学
率
が
高
い
た
め
、
医
療
費
無
料
化

を
18
歳
ま
で
に
拡
大
す
る
べ
き
で
あ

る
。
仮
に
医
療
費
無
料
化
の
拡
大
を

実
施
し
た
場
合
、
対
象
者
は
何
人
か
。

ま
た
必
要
経
費
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

答　
新
た
に
対
象
と
な
る
人
は
約

４
，
６
０
０
人
と
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
平
成
28
年
度
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
に
お
け
る
１
人
当
た
り
の
支
給

実
績
か
ら
試
算
す
る
と
、
市
は
３
割

問　
核
兵
器
禁
止
条
約
制
定
に
向

け
た
国
連
会
議
を
、
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
る
日
本
政
府
が
欠
席
し
た
。
こ

の
こ
と
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　
条
約
は
意
義
あ
る
も
の
と
考

え
る
が
、
高
度
な
判
断
が
さ
れ
た
結

果
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
年
２
回
以

上
開
催
す
る
こ
と
、
ま
た
、
折
鶴
を

折
っ
て
祈
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

折
り
紙
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際

問　
本
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
目
指
し
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

土
地
の
高
度
利
用
と
し
て
、
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
設
を
推
進
し
て
い
る
。

一
方
で
、
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に

は
、
車
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
過

去
３
年
間
の
中
心
市
街
地
で
の
20
戸

以
上
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
件

数
と
、
分
譲
戸
数
に
対
す
る
駐
車
台

数
は
。

答　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
件

数
は
４
件
で
あ
る
。
当
該
マ
ン
シ
ョ

ン
の
総
戸
数
は
２
１
２
戸
で
あ
り
、

総
駐
車
台
数
は
２
２
０
台
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
１
戸
あ
た
り
の
駐
車
台
数

は
１
．
03
台
で
あ
る
。

問　
さ
ら
に
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
設
さ
れ
れ
ば
、
中
心
市
街
地
で
の

駐
車
場
不
足
が
顕
著
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
当
た

り
、
周
辺
駐
車
場
の
補
完
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
本
市
の
駐
車

場
整
備
計
画
の
現
状
と
所
管
部
署
は
。

答　
刈
谷
市
駐
車
場
整
備
基
本
計

画
を
策
定
し
て
お
り
、
都
市
交
通
課

が
所
管
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
、

中
心
市
街
地
へ
の
来
訪
者
等
用
の
駐

車
場
整
備
を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、

居
住
者
の
駐
車
場
は
個
人
で
手
配
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
そ
の

充
足
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問　
駐
車
場
不
足
の
対
策
と
し
て
、

空
き
家
の
土
地
利
用
が
有
効
と
思
わ

れ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
国
や
県
の
動
向
や
他
市
の
事

例
な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
、
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い

て
、
地
区
の
要
望
だ
け
で
な
く
、
警

察
や
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

行
政
が
主
体
と
な
り
場
所
を
選
定
し

て
は
ど
う
か
。

答　
今
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
各
地

区
内
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
警
察
と

精
査
し
て
お
り
、
現
在
、
地
区
と
設

置
場
所
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

問　
防
犯
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
に
、
モ
デ
ル
地
区
設
定
、
看
板
設

置
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答　
今
年
度
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
が
完
了
し
、
来
年
度
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
が
１
，
０
０
０
台
を
達

成
す
る
こ
と
か
ら
ハ
ー
ド
面
の
防
犯

対
策
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

犯
罪
抑
止
力
の
効
果
を
一
層
高
め
る

た
め
、
カ
メ
ラ
の
設
置
エ
リ
ア
で
あ

る
こ
と
を
強
調
す
る
看
板
や
ス
テ
ッ

カ
ー
の
配
置
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
防
犯
グ
ッ
ズ
を
体
験
で
き
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
す
る
な
ど
、
従
来

よ
り
も
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
け
る

よ
う
な
啓
発
に
も
努
め
て
い
く
。

を
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
市

と
し
て
必
要
と
な
る
経
費
は
年
間
で

約
１
億
９
，
０
０
０
万
円
と
な
る
。

問　
医
療
費
無
料
化
の
拡
大
は
市

の
財
政
力
を
考
慮
す
れ
ば
可
能
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
実
施
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

答　
本
市
の
財
政
負
担
が
増
加
す

る
だ
け
で
な
く
、
医
療
費
無
料
化
の

拡
大
に
よ
り
過
剰
受
診
を
招
く
可
能

性
が
あ
り
、
医
療
費
を
負
担
す
る
健

康
保
険
組
合
な
ど
の
各
保
険
者
の
財

政
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
保
険

者
の
財
政
悪
化
は
保
険
料
の
値
上
げ

に
つ
な
が
り
、
市
民
へ
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
市
と

し
て
は
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

の
拡
大
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

　
一
般
質
問
項
目
（
発
言
順
）
※
が
掲
載
し
た
項
目
で
す
。

野
村　
武
文　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
法
定
外
繰
り
入
れ
を
す
で
に
行
っ
て
お
り
、
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
―

国
民
健
康
保
険
税
の
１
人
１
万
円
引
き
下
げ
を

白
土　
美
恵
子　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

―
県
に
対
し
て
人
材
確
保
・
人
材
育
成
を
進
め
る
よ
う
訴
え
て
い
く
―

小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を

中
嶋　
祥
元　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
設
置
エ
リ
ア
を
示
す
看
板
な
ど
犯
罪
抑
止
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推
進
―

防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
さ
ら
に
効
果
的
に
活
か
し
防
犯
力
強
化
を

山
内　
智
彦　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
企
画
財
政
部
長
）

―
各
種
施
策
を
推
進
し
、
住
む
ま
ち
と
し
て
選
択
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
―

将
来
人
口
16
万
人
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
着
実
な
準
備
を

新
村　
健
治　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

―
市
民
の
保
険
料
が
値
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
実
施
し
な
い
―

子
育
て
世
代
応
援
の
た
め
に
18
歳
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
を

新
海　
真
規　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

―
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
う
た
め
既
存
の
分
団
で
活
動
い
た
だ
く
―

女
性
の
消
防
団
員
を
確
保
す
る
た
め
に
市
独
自
で
女
性
消
防
団
の
設
置
を

山
本　
シ
モ
子　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
総
務
部
長
）

―
平
和
首
長
会
議
へ
の
加
盟
で
核
兵
器
廃
絶
の
思
い
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
―

非
核
自
治
体
宣
言
を
し
、
平
和
行
政
の
推
進
を

伊
藤　
幸
弘　
議
員

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

―
住
み
良
い
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
を
検
討
し
て
い
く
―

中
心
市
街
地
居
住
者
の
駐
車
場
不
足
を
解
消
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

問　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
際
の
土
台
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　
市
と
し
て
も
人
口
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
見
通
し
て
、
施
策
や
事
業

を
組
む
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

問　
現
時
点
で
市
が
抱
え
て
い
る

課
題
は
何
か
。

答　
人
口
推
移
の
特
徴
と
し
て
、

30
～
40
歳
の
子
育
て
世
代
に
転
出
超

過
傾
向
が
あ
る
点
で
あ
る
。
子
育
て

世
代
の
転
出
を
抑
制
す
る
た
め
に
住

居
系
拡
大
市
街
地
の
整
備
等
を
実
施

す
る
。
２
０
４
０
年
に
人
口
16
万
人

を
達
成
し
、
人
口
減
少
が
進
む
２
０

６
０
年
に
お
い
て
も
人
口
16
万
人
の

維
持
を
目
指
す
。

問　
２
０
４
０
年
や
２
０
６
０
年

は
ま
だ
先
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
ほ
ど
余
裕
は
な
い
。
そ
の
時
に

手
遅
れ
に
な
ら
ぬ
よ
う
着
実
に
発
展

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
刈
谷
は
縦

長
の
地
形
で
あ
る
た
め
市
を
横
断
す

る
既
存
の
鉄
道
網
に
対
し
、
新
た
に

市
を
縦
断
す
る
交
通
網
を
絡
み
合
わ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
る
。
そ

の
他
、
市
の
発
展
の
た
め
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

答　
総
合
計
画
に
お
い
て
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
提
示
し
、

具
体
的
な
事
業
は
、
構
想
や
計
画
と

し
て
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
西
三

河
知
多
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
構
想
は
、

本
市
か
ら
関
係
団
体
等
へ
主
体
的
に

働
き
か
け
た
こ
と
で
、
協
議
会
が
発

足
し
た
。
こ
の
よ
う
に
本
市
の
発
展

に
必
要
な
施
策
は
国
、
県
、
周
辺
自

治
体
等
を
巻
き
込
ん
で
進
め
て
い
く
。

国民健康保険制度の改正に注目児童のサポートの充実を地域に根ざして安心なまちに
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住むなら「刈谷！」毎年開催される原爆パネル展駐車場不足の解消を

野　
村　
武　
文　
議
員

　

※
１　

高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　
　

２　

歴
史
博
物
館
の
方
向
性
に
つ
い
て

白　
土　
美
恵
子　
議
員

　
　

１　

肝
炎
に
つ
い
て

　

※
２　

子
ど
も
・
若
者
支
援
に
つ
い
て

　
　

３　

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

山　
内　
智　
彦　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
発
展
の
将
来
像
に
つ
い
て

中　
嶋　
祥　
元　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て

　
　

２　

刈
谷
市
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

新　
村　
健　
治　
議
員

　

※
１　

18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
の
拡
大
に
つ
い
て

　
　

２　

防
災
の
強
化
に
つ
い
て

　
　

３　

特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て

新　
海　
真　
規　
議
員

　

※
１　

消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い
て

　
　

２　

待
機
児
童
に
つ
い
て

　
　

３　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

山　
本　
シ
モ
子　
議
員

　
　

１　

保
育
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て

　
　

２　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
実
施
に
つ
い
て

　

※
３　

平
和
行
政
施
策
の
向
上
に
つ
い
て

伊　
藤　
幸　
弘　
議
員

　

※
１　

中
心
市
街
地
居
住
者
の
駐
車
場
に
つ
い
て

　
　

２　

市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て

稲　
垣　
雅　
弘　
議
員

　
　

１　
「
愛
知
子
ど
も
調
査
」
の
結
果
と
就
学
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　

２　

勤
労
者
支
援
に
つ
い
て

　

※
３　

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
つ
い
て

清　
水　
俊　
安　
議
員

　

※
１　

南
部
地
区
の
拡
大
市
街
地
に
つ
い
て

蜂
須
賀　
信　
明　
議
員

　

※
１　

刈
谷
市
の
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

黒　
川　
智　
明　
議
員

　
　

１　

刈
谷
市
の
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

　

※
２　

自
転
車
道
の
整
備
に
つ
い
て

星　
野　
雅　
春　
議
員

　
　

１　

医
療
・
看
護
・
介
護
に
つ
い
て

　

※
２　

博
物
館
建
設
に
つ
い
て

　
　

３　

学
校
司
書
配
置
に
つ
い
て

外　
山　
鉱　
一　
議
員

　

※
１　

不
燃
物
埋
立
場
の
現
状
と
跡
地
活
用
に
つ
い
て


